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背景 
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SRS：Software Requirements Specification 

要求定義の成果物であるSRSは要求定義以降の工程で利用される 

SRSの品質がソフトウェア開発の成功に影響[1] 

背景 

ソフトウェア開発のV字モデル 

要求定義 

設計 

実装 単体テスト 

結合テスト 

システムテスト 

成果物 

SRS 

参照 

参照 

後工程で利用 

欠陥も伝播 

開発初期の成果物 SRS の妥当性の確認が重要 

欠陥は伝播するほど 

除去が困難に 

[1] JISA REBOK 企画 WG, 要求工学知識体系 第１版, 近代科学社, 2011. 



研究課題 
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利用品質[2]は動作させて初めて評価可能 

SRSは文書であり，IEEE830の品質特性は記述の正しさを評価可能 

 文書であるSRSに対し利用品質を考慮した評価が困難 

利用品質を考慮困難 

SRSの記載内容が必要十分か見極めるには豊富な開発経験が必要 

初心者，経験の浅い開発者にはインスペクション困難 

 属人的な要素の削減が必要 

スキルに非依存なインスペクション手法の欠如 

[2] ISO/IEC 25010, Systems and Software Engineering - Systems and Software Quality 

Requirements and Evaluation (SQuaRE) - System and Software Quality Models, 2011. 

[3] IEEE Std. 830-1998, IEEE Recommended Practice for Software Requirements 

Specifications, IEEE, 1998. 

ソフトウェア開発のV字モデル 

要求定義 

設計 

実装 単体テスト 

結合テスト 

システムテスト 

成果物 

SRS 

参照 

参照 

利用品質を 

評価可能 

品質の指針 

IEEE830 [3] 

利用品質を 

考慮困難 確認はスキル 

に依存 

インスペクションにおける課題 



設計者の観点からSRSの第3者インスペクションが可能 

設計者の観点からのインスペクション手法[4] 

関連研究 
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 ユーザの観点を考慮不可能 

 ユーザの観点からの評価が困難 

--------- 

--------- 

---------- 

SRS 

1. SRSの理解 2. SRSの診断 3. 改善の診断 
--------- 

--------- 

---------- 

診断対象 

--------- 

--------- 

--------- 

評価 
レポート 

--------- 

--------- 

--------- 

改善 
レポート 

標準SRS 
インスペクション 

マトリクス 
インスペクション 
ガイドライン 

ベンチマーク SRSパターン 

PQM 

PQM：Pragmatic Quality Model 

インスペクタがユーザ，設計者，テスタなどの観点でSRSを評価 

 PBRのユーザの観点の概念を利用 

PBR (Perspective-Based Reading)[5] 

実在する人々の明確で具体的なデータをもとに作り上げられた仮想のユーザ像 

 ユーザの観点をインスペクションに取り入れるために利用 

ペルソナ[5] 

[4] 斎藤 忍 他, ソフトウェア要求仕様書の第3者インスペクション方法論とその実践評価, 

SES 2013, Sep. 2013, pp1-8. 

[5] F. Shull, et al., How Perspective-Based Reading Can Improve Requirements 

Inspections, IEEE Computer, Vol. 33, No. 7, Jul. 2000, pp. 73-79. 

プラグマティック品質 

プロジェクトから独立の 

第三者が理解可能な度合い 

要求開発チーム 第3者評価チーム 

(4) 改善 

 実行 
(2) 評価 

   実行 

(1)SRSの受領 

(3) フィードバック 



アプローチ 
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利用品質をSRSにおいて考慮するための指標 

 

ユーザの観点からのプラグマティック品質 

 SRSの品質をユーザの観点から評価 

 ソフトウェア利用品質とIEEE830の 

 品質特性を関連付けることで定義 

 

ユーザの観点からの質問セット 

 SRSを評価するために利用 

 SRSの目次とプラグマティック品質を 

 関連付けることで定義 

評価指標 

利用品質を評価するためにユーザの観点を導入 

ペルソナを利用することでユーザにとって 

 不要な要求，不足の要求を発見，評価 
  

 

 

ユーザの観点からのインスペクション 

要求開発チーム 第3者評価チーム 

ペルソナ 
 
 
 

評価実行 

IEEE830の 

品質特性 

ISO/IEC25010 

利用品質 

プラグマティック 
品質 

SRSの目次 

関
連
付
け 

質問セット 

評価に利用する技術 

関
連
付
け 



 

 

提案方法 

～ ユーザの観点からのインスペクション方法の概要 ～ 

ペルソナとして定義されたエンドユーザをインスペクションで利用 

 要求開発チームとインスペクションチームでユーザ認識を共有 

 評価指標を用い，ペルソナとSRSを比較することでSRSの漏れや過剰を発見 

 ユーザ(ペルソナ)の観点からSRSの品質を評価 
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要求開発チーム 第3者インスペクション 
チーム 

(4) 改善の実行 

(3) 改善のための 

   フィードバック 

ユーザの観点から 
評価するインスペクタ 

 

ペルソナ 
 

 
 

ペルソナによるユーザ認識の共有 

ペルソナの観点から 
SRSの漏れ・過剰の発見 

ペルソナの観点からSRSの品質を評価 

評価指標を 
定義・利用 

------ 

------ 

------ 

(1) SRSとペルソナ の受領 

ペルソナ 
 
 
 

(2) インスペクションの実行 

 

ペルソナ 
 

 
 



提案方法 ～ インスペクションプロセス ～ 

関連研究[4]のプロセスを拡張し，インスペクションのプロセスを定義 
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----------

----------

---------- 

SRS 

1. SRSの理解 2. SRSの診断 3. 改善の診断 
----------

----------

---------- 

診断対象 

---------

---------

--------- 

インスペクション 
レポート 

---------

---------

--------- 

改善 
レポート 

標準SRS 

ベンチマーク SRSパターン 

PBRに基づく 
インスペクション技法 

新たに提案する箇所 

[4] 斎藤 忍 他, ソフトウェア要求仕様書の第3者インスペクション方法論とその実践評価, SRS 2013, Sep. 2013, pp1-8. 

PQM ペルソナ 

ユーザの観点からの 

プラグマティック品質 

要求定義で利用された 

ペルソナのプロパティ 

ユーザの観点からの 

質問セット 

インスペクション 
マトリクス 

インスペクション 
ガイドライン 

品質スコアの算出は 

関連研究に準ずる 

SRSの目次と 

プラグマティック品質の 

関連 



利用品質を考慮してSRSを評価できるようプラグマティック品質を定義 

「動作」に関する品質の利用品質をSRSにおいても評価できるよう 

 「記述」に関する品質へ変換，再定義 
  

 

 

 

 

提案方法 

～ ユーザの観点からのプラグマティック品質 ～ 
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プラグマティック品質 

システム目的の独立性 業務要求の 

システム目的への適合 

合目的性 

要求の独立性 定量的具体性の有無 

生産効率性 

標準SRSとの整合性 

文書の参照関係の明示 例外要求の網羅 

変更可能性の明記 一意に特定可能 

用語集の存在 

堅実性 

ランク付けの有無 用語の整合 

動作の整合 制約条件と要求の整合 

充足性 

副品質特性 
IEEE830の品質特性 

正当性 

完全性 

非曖昧性 

重要度と安定度 
による順位付け 

検証可能性 

追跡可能性 

変更容易性 

無矛盾性 

利用品質 

有効性 

生産性 

安全性 

満足性 

統合 

分割 

代用 

代用 

統合 

IEEE 

830 

利用 

品質 

プラグマティック品質 

関連付け 

アプローチ 

具体化 
「記述」に関する品質  「動作」に関する品質  



SRS 

要求定義書の想定読者  

要求定義書の構成 

参考文書 

要求定義書の目的 

業務概要とシステム化の範囲 

制約事項 

用語定義 

システム化の目的 

システム開発概要 

未確定事項 

要求に変更を与える事項 

要求に変更を与える事項・未確定事項 

機能要求 

機能定義 

業務フロー定義 

データモデル定義 

非機能要求 

システムアーキテクチャ要求 

非機能要求グレード表 

移行要求 

サービス提供要求 

本要求定義書について 

システム 

に対する希望 

IT に対する態度 

システム 

に対する知識 

システムの 

利用環境 

システム目的の独立性 

業務要求の 

システム目的への適合 

要求の独立性 

定量的具体性の有無 

標準SRSとの整合性 

文書の参照関係の明示 

例外要求の網羅 

変更可能性の明記 

一意に特定可能 

用語集の存在 

ランク付けの有無 

用語の整合 

動作の整合 

制約条件と要求の整合 

プラグマティック品質 

合目的性 生産効率性 堅実性 充足性 

IT リテラシ 

システムの 

利用頻度 

ペルソナ 

基本事項 

個人情報 

仕事に関わる情報 

ITの利用方法 

その他 

システムを 

利用する理由 

システムの 

利用場面 

業務に対する考え 

提案方法 

～ SRSとプラグマティック品質とペルソナの関係 ～ 

SRSの目次とプラグマティック品質とペルソナの関係を定義 

SRSに対して評価すべきポイント(インスペクションポイント)を定義 
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SRS 

要求定義書の想定読者  

要求定義書の構成 

参考文書 

要求定義書の目的 

業務概要とシステム化の範囲 

制約事項 

用語定義 

システム化の目的 

システム開発概要 

未確定事項 

要求に変更を与える事項 

要求に変更を与える事項・未確定事項 

機能要求 

機能定義 

業務フロー定義 

データモデル定義 

非機能要求 

システムアーキテクチャ要求 

非機能要求グレード表 

移行要求 

サービス提供要求 

本要求定義書について 

システム 

に対する希望 

IT に対する態度 

システム 

に対する知識 

システムの 

利用環境 

システム目的の独立性 

業務要求の 

システム目的への適合 

要求の独立性 

定量的具体性の有無 

標準SRSとの整合性 

文書の参照関係の明示 

例外要求の網羅 

変更可能性の明記 

一意に特定可能 

用語集の存在 

ランク付けの有無 

用語の整合 

動作の整合 

制約条件と要求の整合 

プラグマティック品質 

合目的性 生産効率性 堅実性 充足性 

IT リテラシ 

システムの 

利用頻度 

ペルソナ 

基本事項 

個人情報 

仕事に関わる情報 

ITの利用方法 

その他 

システムを 

利用する理由 

システムの 

利用場面 

業務に対する考え 

提案方法 

～ SRSとプラグマティック品質とペルソナの関係 ～ 

SRSの目次とプラグマティック品質とペルソナの関係を定義 

SRSに対して評価すべきポイント(インスペクションポイント)を定義 
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インスペクションポイントの例 

  標準SRSの目次 
合目的性 副品質特性 

生産効率性 副品質特性 

堅実性 副品質特性 

充足性 副品質特性 

   ： インスペクションポイント 



提案方法 ～ 質問セットの定義 ～ 

12 

SRS 

要求定義書の想定読者  

要求定義書の構成 

参考文書 

要求定義書の目的 

業務概要とシステム化の範囲 

制約事項 

用語定義 

システム化の目的 

システム開発概要 

未確定事項 

要求に変更を与える事項 

要求に変更を与える事項・未確定事項 

機能要求 

機能定義 

業務フロー定義 

データモデル定義 

非機能要求 

システムアーキテクチャ要求 

非機能要求グレード表 

移行要求 

サービス提供要求 

本要求定義書について 

システム 

に対する希望 

IT に対する態度 

システム 

に対する知識 

システムの 

利用環境 

システム目的の独立性 

業務要求の 

システム目的への適合 

要求の独立性 

定量的具体性の有無 

標準SRSとの整合性 

文書の参照関係の明示 

例外要求の網羅 

変更可能性の明記 

一意に特定可能 

用語集の存在 

ランク付けの有無 

用語の整合 

動作の整合 

制約条件と要求の整合 

IT リテラシ 

システムの 

利用頻度 

ペルソナ 

基本事項 

個人情報 

仕事に関わる情報 

ITの利用方法 

その他 

システムを 

利用する理由 

システムの 

利用場面 

業務に対する考え 

プラグマティック品質 

合目的性 生産効率性 堅実性 充足性 

インスペクションポイント 

  
標準SRSの目次 

2.1 2.2 2.3 2.4 

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
品
質 

合目的性 
システム目的の独立性 

業務要求の 
システム目的への適合 

生産効率性 
定量的具体性の有無 

要求の独立性 

堅実性 

標準SRSとの整合性 

文書の参照関係の明示 

例外要求の網羅 

変更可能性の明記 

一意に特定可能 

用語集の存在 

充足性 

ランク付けの有無 

用語の整合 

動作の整合 

制約条件と要求の整合 

   ： インスペクションポイント 

   質問を定義すべきポイント 

インスペクションポイントに対し，ペルソナを関連付けた質問を定義 

質問セットを利用し，ユーザの観点からSRSを評価 



期待効果と今後の課題 

13 

質問セット 

ペルソナとプラグマティック品質，SRSの記載内容を考慮した質問の定義 

ペルソナのプロパティからの質問 

 プラグマティック品質の副品質特性からの質問 

 

提案する評価指標の妥当性確認 

SESSAME [6] から提供されている要求仕様書に提案指標を適用し，評価 

 プラグマティック品質の充足度 

 SRSとプラグマティック品質とペルソナの関係の妥当性 

質問セットの充足度，妥当性 

今後の課題 

ソフトウェアの利用品質を満たすべく，SRSに記述すべき項目の評価を実現 

ペルソナを利用することでユーザの視点からのSRSの評価を実現 

ユーザが直接SRSを評価できない開発においてもユーザの観点を考慮可能 

質問セットを利用することにより，スキルに非依存なインスペクションの実行 

期待効果 

[6] SESSAME, 話題沸騰ポット要求仕様書 (GOMA-1015型) 第７版,  

http://www.sessame.jp/workinggroup/WorkingGroup2/POT_Specification.htm, 2005. 



まとめ 
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ペルソナとプラグマティック品質，SRSの記載内容を考慮した質問の定義 

提案方法の実際の要求仕様書への適用と妥当性の評価 

今後の課題 

ユーザの観点からのインスペクション方法を提案 

インスペクションへのユーザの観点の参加 

ユーザの観点からのプラグマティック品質の定義 

SRSとプラグマティック品質とペルソナ間のマッチング 

提案方法 

SRSのインスペクションにおける課題 

SRSにおいてソフトウェア利用品質を考慮困難 

スキルに非依存なインスペクション手法の欠如 

研究課題 



ユーザの観点からの 

第三者インスペクション方法の提案 
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